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ター ナーが風 景画 《ロ ン ドン》 に描 い た19世 紀

初頭の ロン ドンの景観 は,現 在,高 層建築物 群 に

よってほ とん ど見 るこ とがで きない。 タウ ンスケ

ー プ変 貌の問題 は ,京 都 や北京 な ど,歴 史 を持 ち

再生 のため に巨 大 なエ ネルギー を活動 させ てい る

大都市 につ いて も言 える こ とであ る。童謡 「ロ ン

ドン橋 が落 ちる」 は,ロ ン ドン橋が新 たな橋 梁工

法 で架け直 された歴史 を墨 い起 こさせ る。 理想都

市 ロ ン ドンはどの よ うに実現 されるのであろ うか。

本書 は,産 業 革命 や フラ ンス革命 な どの変革期

に流行 した ピクチ ャ レス ク と崇 高美 を視座 に置 い

て,自 然観,想 像力,都 市幻 想の視点 か ら,ブ レ

イク,ワ ーズ ワス,タ ーナー,コ ンス タブ ル とい

う,4人 の イギ リス ・ロマ ン主義の代 表的 芸術 家

た ちの永遠 の世界 を瞥見すべ く,こ れ まで に発表

した拙 論 を再 編 し,絵 画 ・版 画 の 図版28点 と著

者撮 影の 写真14点 を載 せ て,一 冊 の本 に ま とめ

た もの である。 この企 は私 の力量 の及ぶ ところで

は ないが,イ ギ リスで ワー ズワス とエ コロジーを

テーマ とす る書物が 出版 されてい る ように,彼 ら

の作 品が今 日の景観論,都 市,エ コロジー な どの

諸 問題 を考 え る上 で役立つ ことを私 な りに説 明 し

たか ったのであ る。

も ともと執筆の動 機 とな ったのは,故 佐野 正巳

先 生 と私 とがそ れぞれ 日本 文学 とイギ リス文学 の

観 点か ら詩 と絵画 につ いて研 究 を始 めた こ とであ

った。先生 が一昨年 暮れ に急 逝 されて本書 をお見

せ で きないのが残念 であ る。
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本書 は,マ ル クス死後の マ ルクス遺稿 をめ ぐる

物語 である。エ ンゲ ルス,社 会民主党,ソ 連 の遺

稿 をめ ぐる 闘争 と,社 会主義 の テ クス トと しての

編集過程 を挟 り出す こ とに よって,テ クス トの政

治性 を暴 く。マ ル クスの テ クス トが社 会主義 の聖

書 とな っ た こ とに よっ て起 った さま ざ まな事 件

は,20世 紀最 大 の悲劇 か も しれ ない。 真 のマ ル

クス を求め る とい う闘争が,人 々 を翻 弄 し,勝 手

な解 釈 と自己正 当化 を作 りだ していった姿 は人間

の性 のおぞ ま しさか も しれ ない。

とはい え,リ ャザ ノブ,マ イヤー,リ ュベ ルな

どの 果 た した役 割,『 ドイ ツ ・イデ オ ロ ギ ー』,

『経 済学 ・哲学 草 稿』 な どの出版,資 本 主義 の暴

挙へ の抵 抗勢力 と してのマ ル クス主義 にテ クス ト

が果 た しだ役割 な どを過小 評価す るわ けにはいか

ない。テ クス トの完 全 な復刻 は不可能 だ と して も,

せ めてマ ル クスが残 したか ったであ ろ う形 での遺

稿 集の完成 は可能 であろ う。政 治権 力 の魔 の手 か

ら離 れ た現 在,そ の実現 の可能性 は大 であ る。 し

か し,政 治 権力の魔の手 が消 える とと もに,そ の

魅 力 と関心 が世 間か ら失 せ て しまったこ とは,ま

さに歴 史の 皮 肉 と言 わ ざる を得 ない 。21世 紀 の

われ われが 知の遺 産を どう受 け継 ぐか は,マ ル ク

スの遺稿 だけの問題 に限 られ るの では ない。
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